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令和２年度 安平町社会福祉協議会 

事 業 報 告 書 

１．法 人 本 部 

（１）法人運営事業 
 

１）社会福祉協議会の組織体制強化 
実践項目・目的 活動内容 

１．地域に根ざした組織体制の

確保 

 

①理事会執行体制の充実・強化 

・会議運営 

 6/5 第 1回理事会（議決省略） 
 ・平成 31 年度(令和元年度)事業報告の承認について 
 ・平成 31 年度(令和元年度)計算書類及び財産目録の

承認について 
 ・理事候補者の選考について 
 ・評議員候補者の選考について 
 ・経理規程の一部改正について 
 ・インターネットバンキング利用規程の制定につい

て 
 ・評議員会の開催について 
 
 7/15 第 2回理事会（議決省略） 
 ・理事候補者の選考について 

 ・評議員会の開催について 
 

 8/4 第 3回理事会 理事 9名・監事 1名 
 ・給食サービスの再開の条件について 
 

11/16 第 4回理事会 理事 10 名・監事 1名 
 ・令和 3 年度事業について 
 

12/21 第 5回理事会 理事 10 名・監事 2名 
 ・歳末たすけあい事業配分単価及び対象者の決定について 

 ・令和 2 年度資金収支補正予算（第 1 号）について 

 ・評議員会の開催について 
 
 3/12 第 6回理事会 理事 11 名・監事 2名 
 ・定款の一部改正について 

 ・安平町社協追分ホームヘルパーセンター運営規程

の制定について 

 ・安平町社協追分ホームヘルパーセンター（障害者

居宅介護）運営規程の制定について 

  ・安平町社協ホームヘルパーセンター（保険外サー

ビス）運営規程の制定について 

 ・経理規程の一部改正について 

 ・事務局長人事について 

 ・令和 3 年度事業計画について 

 ・令和 3 年度資金収支予算について 

 ・評議員会の開催について 
 

②評議員会の開催 
 6/22 第 1回評議員会 （議決省略） 
 ・平成 31 年度(令和元年度)事業報告の承認について 

 ・平成 31 年度(令和元年度)計算書類及び財産目録の

承認について 

 ・理事候補者の選考について 
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7/28 第 2回評議員会（議決省略） 
 ・理事の選任について 
 
1/14 第 3回評議員会 評議員 10名 
 ・令和 2 年度資金収支補正予算（第 1 号）について 
 
3/25 第 4回評議員会 評議員 10名  
 ・定款の一部改正について 

 ・令和３年度事業計画について 

 ・令和３年度資金収支予算について 
 

③評議員選任解任委員会 
6/12 評議員 2名を選任（議決省略） 
 

④法人監査の実施 
（内部監査） 
 5/20 平成 31年度第 4四半期・決算監査 
 7/22 令和 2年度第 1四半期監査 
10/21 令和 2年度第 2四半期監査 
 1/21 令和 2年度第 3四半期監査 
（外部監査） 
 9/29 社会福祉法人指導監査(胆振総合振興局） 
 〃 障がい福祉ｻｰﾋﾞｽ実地指導(胆振総合振興局） 
 
⑤事務局体制の強化 

8/25～26 生活支援コーディネーター養成研修 2名 
 

２．財政運営の強化 ①住民会員制度の充実 

・普通会費 2,579件 1,289,100円(前年 2584 件 1,291,400円) 

・賛助会費  173件  197,000円(前年  196 件 272,500円) 

・特別会費   0件     0円(前年   66 件 770,000 円) 

 ※コロナ禍の状況により今年度の特別会費の依頼は見送り 
 
②基金・積立金の積立・活用 

財政安定化のため各基金・積立金の積立、活用をした。 

・法人運営基金 22,807,666円 (95,210円の減) 

・福祉事業振興基金 30,413,622円 (1,623,226 円の増) 

・地域福祉推進積立金 5,213,148 円 (0円の増） 

・居宅介護事業安定化積立金（居宅介護事業の欄に記載） 

・居宅介護事業車両等購入積立金（    〃    ） 

 

③寄付金 

・法人運営基金へ   3件   50,020円 

・福祉事業振興基金へ 54件 1,621,129円 
 
・物品 32件 

（点字広報・お米・ノートパソコン・ソフトウェア等） 
 

３．関係機関との連携 ・行政、自治会、町内会、民生委員児童委員との連携を密

にし、連絡調整 

・福祉団体への助成、協力 

・福祉施設との協力（行事への後援、ボランティア紹介等） 

・ＮＰＯ法人との連携 

・町地域福祉総合検討推進会議への参加（役員 1名） 

・町要保護児童対策地域協議会への参加(役員 1名) 

・追分あけぼの会評議員会への評議員派遣(職員 1名) 

・ふるさとおいわけ･華たば運営推進会議への委員派遣（職員 1 名） 

・早来陽光苑運営推進会議へ委員派遣（職員 1名） 

・安平町復興ボランティアセンター役員派遣（職員 1名） 
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４．広報活動の充実 

（共同募金助成事業） 

①社協だよりの発行 

 年 6回発行（4月･6月･8月･10月･12月･2月） 

②ホームページによる法人情報の開示 

 ・URL  http://www.abirashakyo.org/ 

③イベントでの啓発活動 

 9/19 道の駅イベント出店（共募の啓発）  
５.共同募金会への協力 ○安平町共同募金委員会事業の推進 

・赤い羽根共同募金  10月 

※歳末たすけあい募金は、コロナ禍のため戸別募金実施

見送り 

 

６.会員の弔意 ・会員（住民）の不幸に際し供物等の贈呈 

 

 

（２）地域福祉事業 
 

１）たすけあいの町づくりの推進 
実践項目・目的 活動内容 

 

①生活支援体制整備事業の推

進 

（町委託） 

 

 

 

○実施体制 

・生活支援コーディネーターの配置 2名（兼務） 

 

○事業内容 

 小地域ネットワーク事業、住民主体の通いの場、ボラン

ティアセンター事業等と一体的に実施。 

 

○協議体の設置 

①地域ネットワーク会議 

 安平町全体の地域資源、地域課題等の情報の共有、基本

方針の統一等について協議することを目的に開催。 

期日 12月 1日 

場所 追分公民館 

テーマ 新型コロナウイルスからみんなを守る正しい知

識～withコロナ社会で出来る地域活動～ 

※コロナウイルスの影響により中止 

 

②地域ミーティング 

 地域住民、関係機関との連携、情報の共有及び個別の地

域課題の協議等を目的に開催。 

※開催状況は別に記載 

 

○地域の助け合い活動・交流活動のためのアンケート調査

モデル事業の実施 

 ・あかね自治会 45件（協力者 4名） 

 ・青葉町内会  103件（協力者 9名） 

 

 

 

 

 

②小地域ネットワーク事業の ・福祉協力員の委嘱 （27地区 84名） 
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推進 

（共同募金助成事業）  

 

・住民同士が助け合える地域の

仕組みづくりを推進する 

 

・ひとり暮らし高齢者の孤独死

など地域の課題を解決する 

・小地域ネット交付金の交付 24自治会・町内会 
 
○地域ミーティングの実施 
・ 7/6 あかね自治会 10名 
・ 7/13 追分第四町内会 16名 
・ 7/15 追分第二町内会 10名 
・ 7/22 しらかば自治会 13名 
・ 7/27 花園町内会 15名 
・ 7/31 ときわ自治会 12名 
・ 8/6 酪農自治会 10名 
・ 8/20 北進自治会 9名 
・ 8/21 青葉町内会 14名 
・ 8/28 北町自治会 11名 
・ 8/31  追分第三町内会 11名 
・ 9/ 7  あけぼの自治会 12名 
・ 9/14 さかえ自治会 15名 
・ 9/25 追分第一町内会 15名 
・10/16 遠浅自治会 13名 
・ 1/29 安平第 1自治会 16名 
・ 2/19 富岡自治会 11名 
 
○福祉協力員等への訪問活動 
地域ミーティング未実施地区の福祉協力員等へ職員訪問
し、情報提供や地域状況の共有を行った。 
・瑞穂自治会 
・東遠浅自治会 
・守田自治会 
・新栄第１自治会 
・安平第 2自治会 
・安平第 3自治会 
・明春辺農事組合 
・若草町内会 
・緑丘自治会 
・東早来自治会 
・酪農自治会 
・豊栄自治会 
・旭陽農事組合 
・美園自治会 
 
○要援護者名簿等の整備 
・自治会町内会ごとに名簿、地図、関係者名簿を整備 
 
○見守り情報連絡票の配布 

・認知症高齢者等に関する情報提供 2件 
 
○救急医療情報キットの普及 

・利用者 534世帯 774名 
 
○鍵の預りサービス 

 ・利用者 17名 

 ・鍵の保管施設 グループホームふるさとおいわけ・グ

ループホーム安平の郷・グループホー

ムさかえ 

 ・協力事業所 安平町役場・在宅サッポロ・サックル

介護保険相談所・早来ケアプランセン

ター・消防・警察 
 
○追分あけぼの会「地域貢献プログラム」との連携 

 
 

③住民主体の通いの場の支援 ○ふまねっと運動の普及 
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 ・実施地区 ときわ・さかえ・遠浅・北町 

 ※その他の地区では不定期に実施。 

・継続支援 遠浅・北町 

・10/21ふまねっとサポーター練習会の開催 

※コロナ禍により北進の活動、ふまねっと交流会が休止 
 
○既存のサロン活動の支援 

・通いの場ガイドブックの作成・配布 

・通いの場への訪問・取材し社協だよりに掲載 

・行事用遊具等の貸出 
 
○コミュニケーション麻雀の普及 

・職員の派遣 

 
○行事用遊具の貸与 
・スロットボール 延べ貸出数 3台 
・室内用ボーリング   〃  2台 
・フロアカーリング   〃  3台 
・輪投げ   〃  8台 
・ストライクナイン   〃  7台 
・台風ドカン   〃  1台 
・思い出カルタ   〃  0台 
・百人一首   〃  0台 
・ビンゴゲーム   〃  2台 
・バスケットビンゴ   〃  2台 
・チャレンジサッカーゴール   〃  1台 
・ルーレットゴルフ   〃  2台 
・ふまねっと   〃  9台 
・シャッフルゴルフ   〃  1台 
・千本釣り   〃  2台 
・ポータブルスピーカー   〃  0台 
・プロジェクター   〃  1台 
・ラジカセ   〃  0台 
・ジャンボボーリング   〃  2台 
・ダルマ落とし   〃  3台 
・射的   〃  2台 
 

 

２）福祉サービスの充実 
実践項目・目的 活動内容 

１．支援が必要な方へのサービ

スの実施 
 
①給食サービスの充実 

（共同募金助成事業）  

 

 
 
（早来地区） 

 ・実施回数 年間 26回 

（コロナウィルス予防のため R2年 2月～9月まで休止） 

  ※毎週水曜日（８月・祝日を除く）に実施 

 ・利用者 延べ 1068名（1回当たり平均 41.1名） 

 ・給食ボランティア 40名 

 ・運転ボランティア 15名 
 
（追分地区） 

 ・実施回数 年間 26回 

（コロナウィルス予防のため R2年 2月～9月まで休止） 

 ・利用者 延べ 451名(1回当たり平均 17.3名) 

 ・給食ボランティア 29名 

 ・運転ボランティア 8名 

 
 

②生活支援サービスの実施 ○生活支援サービス 
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１）傾聴ボランティア 

 ・ボランティア 21名 

 ・個別傾聴 利用者 3名 延べ 29回 

 ・グループ傾聴 2施設（コロナウィルス予防のため休止） 

２）軽作業  延べ 2名 
 

③福祉団体の活動支援 

（共同募金助成事業）  

○福祉団体への助成 

・子ども会 

・更生保護女性会 

・母子会 

・難病連（令和 2年度末をもって休止） 

・身体障害者福祉協会（令和 2年度末をもって解散） 

・手をつなぐ育成会 
 

④車両貸出事業 

（共同募金助成事業）  

○団体貸出（セレナ） 

・車両   1台（共同募金助成車両） 

・貸出件数 0件 

※共同募金の助成により更新 
 
○個人貸出（車イス対応車） 

・貸出件数 ワゴンＲ  6件(早来ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ寄贈) 
 

⑤歳末たすけあい事業の実

施 

（共同募金助成事業）  

○歳末たすけあい見舞金の贈呈 

 時 期 12月 25日～31日 

 対 象 ・児童生徒(準要保護･ひとり親) 37世帯 75名 

     ・介護者 16名 

     ・人工透析患者 8名 

     ・その他（低所得世帯） 9世帯 

 協 力 地区担当民生委員により見舞金の贈呈 
 
○おせち料理配布 

 時 期 12月 30日 

 対 象 ひとり暮らし高齢者   3世帯 
 
○歳末たすけあい燃料費支給事業 

 時 期 12月 25日～31日 

 対 象 ・児童生徒（準要保護・ひとり親） 37世帯 

     ・その他 9世帯 

⑥物品貸与事業 ○各種福祉用具の貸与 
・車イス 延べ貸出数 11台 
・ポータブルトイレ   〃 16台 
・シルバーカー   〃 1台 
・歩行器   〃 1台 
・歩行車   〃 18台 
・手すり   〃 21台 
・トイレの手すり   〃 5台 
・杖   〃 4台 
・シャワー椅子   〃 18台 
・入浴用手すり   〃 8台 
・浴槽台   〃 9台 
・入浴用滑り止めマット   〃 4台 
・バスボード   〃 1台 
・シャワーキャリー   〃 0台 
・助聴器   〃 0台 
・スロープ   〃 2台 
 

⑦介護職員初任者研修助成

事業 

 コロナウィルス感染症予防のため実施見送り 

 

２．高齢者等の生きがいづくり  
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①老人クラブ活動の支援 

（共同募金助成事業）  

○老人クラブ連合会事業の推進 

・老人クラブ連合会への活動費の助成 

・単位クラブへの活動費の助成（８団体） 

・ 胆振東部老連研修  中止 

・10/5 パークゴルフ大会 33名 

・10/3～4 町老連研修旅行 中止 

・ 胆振地区ﾘｰﾀﾞｰ研修会 中止 

・ 町老連研修大会 中止 

・3/5 老人クラブ友愛訪問事業 252名 

・3/5 老連ＰＲ広報 全戸配布 
 

②高齢者生きがいづくり事

業の実施 

 

○安平町高齢者生き生き事業の実施 

・高齢者スポーツ大会 コロナ感染予防のため中止 

・高齢芸能発表会 コロナ感染予防のため中止 
 
○かしわ館の活用業務 

  福祉団体等 
 
○生きがいづくり活動への助成 

  陶芸サークル 
 

③ひとり暮らし高齢者交流

事業の実施 

（共同募金助成事業）  

 事業名 ふれあい会食会 

対象者 ７０歳以上のひとり暮らしの方 

コロナ感染予防のため中止 

④おじいちゃんの料理教室

の実施 

 

 コロナ感染予防のため中止 

 

３）ボランティアセンターの活性化 
実践項目・目的 活動内容 

１．ボランティアセンターの運営 

①運営委員会の開催 

 

 

○委員会の開催 

・7/28 第 1回運営委員会  7名 

・1/28 第 2回運営委員会  6名 
  

②基本業務 

 

 

○登録の募集・受付 

○ニーズ調査 

○ボランティア活動保険の受付 

・加入者数  448名 （前年 408名） 

・事故件数    0件 （前年 1件） 
 
○他町村との連携 

 胆振地区ボランティア連絡協議会への加入 

 
 

２．ボランティア活動の支援  

①ボランティア団体の強化

育成 

 

○団体への助成 

・老人とともに歩む会 

・点訳赤十字奉仕団 

○各種団体への助言、協力 
 

②学童・生徒のボランティア

活動支援 

 

○町内各学校へ助成金を交付 

 ・追分中  

 ・安平小・早来小・遠浅小・追分小 

③ボランティア活動の推進 ○ボランティア活動助成金 
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  ※コロナ禍により実施見合わせ 

  
④広報によるボランティア

の普及 
 

○社協だよりによるボランティア団体の紹介・募集 

 

○ボランティアガイドブックの配布 

 ・名称 「あびらんてぃあ」 

 ・Ａ５版４１ページ 
 

⑤ボランティア活動の相談、

調整 

 

○ボランティア活動の調整 
・マスクボランティアの募集 
 
○福祉施設行事等へのボランティア活動の調整（中止） 

 

⑥ボランティアセンター公

式 LINEの運営 

 

○ボランティアセンター公式ＬＩＮＥを開設 

・住民活動の取材・広報 

・ボランティアの募集 
 

⑦活動場所の確保 ・かしわ館会議室をボランティアミーティングスペースと

して活用 

 

３．ボランティア活動の担い手

づくりの取り組み 

 

①ボランティアの裾野の拡

大 

○ボランティア体験プログラム 

 コロナ禍により中止 

②ボランティア研修 

 

 コロナ禍により中止 

③傾聴ボランティア養成研修 

 

 コロナ禍により中止 

④給食ボランティア・運転ボ

ランティアの育成 

 

・給食・運転ボランティア連絡会議はコロナ禍により中止。 

 

⑤被災者支援 

（共同募金助成事業） 

 

○被災者世帯訪問 

・仮設住宅、みなし仮設等の訪問（支援物資配布） 

 5月 14日～6月 17日   70戸 

 9月 4日～9月 30日    65戸 

 

○仮設住宅入居者交流等支援事業 

・助成金の交付 1件 
 

４．防災体制の整備  

①資材等の整備 ○安平町コミュニティ復興支援事業交付金を活用し次の

物品を整備 

・発電機 1台 

・投光器 2台 

・大判プリンター1台 

※災害時防災資材として活用し、平時は住民イベント等へ

の貸出を行う。 

 

②災害ボランティアセンタ

ー運営体制の整備 

・9/8 災害ボランティアセンター設置訓練 

・災害ボランティアセンター運営マニュアルの整備 

・災害用ホームページの整備 

 

③連携体制の構築 ・震災経験・知見の継承 
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４）地域活動（コミュニティ活動）の推進 
実践項目・目的 活動内容 

①地域の環境美化運動 

 

（追分地区） 

○花いっぱい運動の推進 

・助成金の交付 

・花いっぱい運動実行委員会（書面開催） 

・5/30 フラワーデー実施 
 

②コミュニティ運動の推進 

 

①追分地区町内会連合会事業の推進 

・助成金の交付 

・町内会連合会総会（書面開催） 

・町内会連合会パークゴルフ大会 27名 
 
②リサイクル運動 

・リングプルの回収  52件 69kg 

 

 

５）心配ごと相談所機能の強化とサービス利用者の権利擁護 
実践項目・目的 活動内容 

１．心配ごと相談所機能の充実 

 

①相談者の利便性向上の取

り組み 

 

 

 

・相談件数 生活費の相談 89件 

      その他の相談 5件 

・家計相談支援 5件 

・アウトリーチ活動 12件 

・生活就労サポートセンターいぶりとの連携 
 

②生活福祉資金の利用促進

（道社協委託） 

 

・社協だよりによる広報 

・3月末借受人 

 教育支援資金 6件 

 福祉資金 2件 

 離職者支援資金 2件 

 緊急小口資金 47件（うちコロナ特例 20件） 

 コロナ特例総合支援資金 5件 
 

２．福祉サービス利用者の権利

擁護 

 

①日常生活自立支援事業の

利用促進 

  （道社協委託事業） 

 

 

 

・自立支援専門員 2名（兼務） 

・生活支援員   3名登録（1名稼働） 

・利用者数    2名 

 

 

（３）たすけあい金庫貸付事業 
 

実践項目・目的 活動内容 

①たすけあい金庫の利用促

進 

 

・低所得者へ生活資金の貸付を実施 

  14件 339,000円 

 

・3/31現在貸付残高 28件 806,000 円 
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（４）安平町災害ボランティアセンター事業 
 

実践項目 目的・活動内容 

①広報活動 

 

・ホームページ、フェイスブック等 SNSの運営 

・社協だより等による活動案内・報告 

 

②災害ボランティアセンタ

ーの継続 

・仮設住宅などからの引越し支援  12 件 

・慰問活動等の調整 

 

③関係団体等との連携 ・胆振東部地震支援者情報共有会議への参加（毎月 1回） 

・復興ボランティアセンターとの連携 

 

 ※令和 2年 12月 31日をもって閉鎖。 
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２．ホームヘルパーセンター 

（１）居宅介護事業 
 

実践項目・目的 活動内容 

１．運営体制 

①事業者指定の状況 

 

 
（事業所名：安平町社協ホームヘルパーセンター） 
・介護保険法 訪問介護 
 1号訪問サービス（総合事業） 
・障害者総合支援法 居宅介護 
 重度訪問介護（みなし指定） 
・生活保護法 指定介護機関 
 

②運営状況 ・通常の実施地域 安平町 
・運営日時    年中無休 
         午前 8時 30分～午後 5時 15分 
 

③職員体制 管理者（事務局長兼務）    １名 
訪問介護員     ４月当初１０名 
          退職   １名 
          採用   ０名 
          ３月末  ９名 
 
○月別訪問介護員人数 

 
常勤 非常勤 

合計 
介福士 初任者 介福士 初任者 

4 月 1 名 1 名 4 名 4 名 10 名 

5 月 1 名 1 名 4 名 4 名 10 名 

6 月 1 名 1 名 4 名 4 名 10 名 

7 月 1 名 1 名 4 名 4 名 10 名 

8 月 1 名 1 名 4 名 4 名 10 名 

9 月 1 名 1 名 4 名 4 名 10 名 

10 月 1 名 1 名 4 名 4 名 10 名 

11 月 1 名 1 名 4 名 4 名 10 名 

12 月 1 名 1 名 4 名 4 名 10 名 

1 月 1 名 1 名 4 名 4 名 10 名 

2 月 1 名 1 名 4 名 3 名 9 名 

3 月 1 名 1 名 4 名 3 名 9 名 

月平均 1 名 1 名 4 名 3.8 名 9.8 名 
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２．サービス提供状況 

①訪問介護(介護保険) 

 

 
 要介護に認定された利用者へ訪問介護サービスを提供。 

１）介護度別利用者延べ人数 

介護度 H31 年度 R2 年度 対比 

要介護１ 164 名 142 名 -13% 

要介護２ 116 名 106 名 -9% 

要介護３ 38 名 14 名 -63% 

要介護４ 3 名 2 名 -33% 

要介護５ 9 名 16 名 78% 

合計 330 名 280 名 -15% 

 

２）月別利用者数 

 H31 年度 R2 年度 対比 

4 月 25 名 24 名 -4% 

5 月 27 名 25 名 -7% 

6 月 29 名 25 名 -14% 

7 月 28 名 27 名 -4% 

8 月 30 名 25 名 -17% 

9 月 28 名 23 名 -18% 

10 月 28 名 21 名 -25% 

11 月 28 名 20 名 -29% 

12 月 30 名 22 名 -27% 

1 月 28 名 22 名 -21% 

2 月 26 名 23 名 -12% 

3 月 23 名 23 名 0% 

合計 330 名 280 名 -15% 

 

３）月別利用時間数 

 H31 年度 R2 年度 対比 

4 月 338 時間 262 時間 -29% 

5 月 383 時間 302 時間 -27% 

6 月 367 時間 374 時間 2% 

7 月 410 時間 368 時間 -11% 

8 月 403 時間 331 時間 -22% 

9 月 373 時間 336 時間 -11% 

10 月 393 時間 323 時間 -22% 

11 月 323 時間 309 時間 -5% 

12 月 299 時間 323 時間 7% 

1 月 274 時間 346 時間 21% 

2 月 263 時間 357 時間 26% 

3 月 259 時間 407 時間 36% 

合計 4085 時間 4038 時間 -1% 
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②１号訪問サービス(総合事

業) 

 

 要支援等に認定された利用者へ訪問介護サービスを提
供。 

１）介護度別利用者延べ人数 

介護度 H31 年度 R2 年度 対比 

事業対象者 0 名 0 名 - 

要支援１ 73 名 111 名 52% 

要支援２ 96 名 103 名 7% 

合計 169 名 214 名 27% 

 

２）月別利用者数 

 H31 年度 R2 年度 対比 

４月 15 名 14 名 -7% 

5 月 15 名 15 名 0% 

6 月 14 名 16 名 14% 

7 月 12 名 17 名 42% 

8 月 12 名 17 名 42% 

9 月 12 名 18 名 50% 

10 月 14 名 20 名 43% 

11 月 13 名 20 名 54% 

12 月 15 名 19 名 27% 

1 月 16 名 19 名 19% 

2 月 16 名 19 名 19% 

3 月 15 名 20 名 33% 

合計 169 名 214 名 27% 

 

３）月別利用時間数 

 H31 年度 R2 年度 対比 

４月 62 時間 88 時間 42% 

5 月 55 時間 87 時間 58% 

6 月 89 時間 94 時間 6% 

7 月 71 時間 99 時間 39% 

8 月 67 時間 96 時間 43% 

9 月 61 時間 111 時間 82% 

10 月 73 時間 122 時間 67% 

11 月 69 時間 111 時間 61% 

12 月 74 時間 103 時間 39% 

1 月 81 時間 99 時間 22% 

2 月 74 時間 92 時間 24% 

3 月 82 時間 119 時間 45% 

合計 858 時間 1221 時間 42% 
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③障がい福祉サービス 

 

 

 障がい福祉サービス支給決定された利用者へ居宅介護
サービスを提供。 
 

１）障がい別利用者延べ人数 

介護度 H31 年度 R2 年度 対比 

身体障害 0 名 0 名 - 

知的障害 24 名 24 名 0% 

精神障害 12 名 12 名 0% 

障害児 0 名 0 名 - 

合計 36 名 36 名 0% 

 

２）月別利用者数 

月 H31 年度 R2 年度 対比 

４月 3 名 3 名 0% 

5 月 3 名 3 名 0% 

6 月 3 名 3 名 0% 

7 月 3 名 3 名 0% 

8 月 3 名 3 名 0% 

9 月 3 名 3 名 0% 

10 月 3 名 3 名 0% 

11 月 3 名 3 名 0% 

12 月 3 名 3 名 0% 

1 月 3 名 3 名 0% 

2 月 3 名 3 名 0% 

3 月 3 名 3 名 0% 

合計 36 名 36 名  

 

３）月別利用時間数 

月 H31 年度 40 時間 対比 

４月 45 時間 40 時間 -11% 

5 月 42 時間 40 時間 -5% 

6 月 41 時間 43 時間 5% 

7 月 45 時間 41 時間 -9% 

8 月 39 時間 35 時間 -10% 

9 月 42 時間 41 時間 -2% 

10 月 45 時間 43 時間 -4% 

11 月 43 時間 39 時間 -9% 

12 月 40 時間 42 時間 5% 

1 月 37 時間 38 時間 3% 

2 月 40 時間 36 時間 -10% 

3 月 43 時間 36 時間 -16% 

合計 502 時間 474 時間 -6% 
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３．サービス管理体制の整備 ・訪問介護計画の作成 
・モニタリングの実施 （随時） 
・ヘルパーミーティング（毎月） 
 
 

４．感染症予防対策の強化 ・予防衣、フェイスシールド等資材の整備 
・インフルエンザ予防接種 
・消毒用アルコール等の携帯 

５．訪問介護員の質の向上の取

り組み 

①外部研修への参加 

 
 
・外部研修は参加見合わせ 

②職場内研修の実施 ・新任職員研修 新規採用なし 
 
・内部研修 
 9/8 防災訓練 災害時の利用者支援について  
 
・定例研修  
 4/21事例検討「サービス中の困った②」 
 5/26 訪問介護員の感染対策 
 6/23 認知症ケア 
 7/21 虐待防止 
 8/25 手洗い研修 
 9/29 サービス自己評価の共有 
10/20 社会福祉協議会の役割について 
11/23相手の長所を見つける習慣を身に付けよう 
12/22 訪問介護のルールについて説明できるようになる 
 1/21 訪問介護のルールについて説明できるようになる② 
 2/16 訪問介護のルールについて説明できるようになる③ 
 3/23 サービスの理念について 
 

③資格取得の促進 ・介護職員実務者研修の受講料助成 1名 
（職員の資格取得状況） 
○介護従事者の資格（3/31現在実人数 9名） 
 ・介護福祉士  5名、初任者研修  4名 
○介護支援専門員 2名 
 

６．サービスの質の向上の取り

組み 

 
 

①サービス評価の取り組み ・職員全員により自己評価を実施 

②苦情対応体制の充実 ・苦情受付窓口の設置 
・第三者委員の設置（２名委嘱） 
 

７．財政運営の安定化 

①居宅介護事業安定化積立

金 

 
・取崩額 10,000,864円（３月末現在 42,511,794円） 

②居宅介護事業車両等購入

積立金 

・取崩額なし（３月末現在 3,403,741円） 
（現有車輌） 
 普通車  2台・軽自動車 4台 
 

８．追分事業所の設立準備 ○事業所拠点の確保   旧在宅サッポロ安平事業所 
○訪問介護員の確保   6名 
○移送事業運転手の確保 2名 
○車両の確保      普通車 1台・軽自動車 5台 
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（２）受託事業 
 

実践項目 目的・活動内容 

①外出支援サービスの実施

（町委託） 

 

 要介護者等の外出を支援するため、ヘルパー同行による

外出の支援。 

  年間延べ 134名 

 
 


